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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数

 近江八幡市土田町１７５

　　　　　　　平成１０年（大規模修繕　　　　年）

　　　　　　 　　　　　　地域　　　　

敷地面積１９０㎡、延べ床面積１５９㎡、階数　地上１階

児童福祉法の規定に基づき、市内の小学校に通学する児童で保護者が労働等により昼間家庭にいないものに対し、
授業終了後適切な遊び及び生活の場を与えて健全育成を図るため、放課後児童健全育成事業を実施する。

平成１８年

桐原東こどもの家

令和５年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部  子ども健康部 課 子育て支援課

施設概要

指定管理
開始年度

規模

名称

所在地

設置目的

所在地

利用料金制 採用している 選定方式 公募

指定管理業務の内容

指定管理者
名称

①こどもの家の利用に関する業務
②こどもの家の施設の維持管理に関する業務
③その他こどもの家の管理に関し市長が必要と認める業務

 ＮＰＯ法人はちまんキッズ

 近江八幡市金剛寺町８１１

指定期間

指定管理料 令和６年度：　　　　　　千円（見込）令和５年度：　　　　　　千円令和４年度：　　　　　　千円令和３年度：　　　　　　千円

　　令和２年４月１日～令和７年３月３１日　（５年間）　

1者



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】

目標と具体的な取り組み（計画） 令和５年度実績 所管課による検証

施
設
設
置
の
目
的
達
成
状
況

施
設
の
維
持
管
理
業
務

　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換

　②利用料金の徴収

　③学校、保育所等との情報交換

　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長

　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換、保護者会の開催、
送迎時の意見交換による。
　②利用料金の徴収
　　毎月徴収
　　令和５年度６，１４０千円
　③学校、保育所等との情報交換
　　必要に応じ随時実施
　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長

施
設
の
運
営
業
務

（

サ
ー

ビ
ス
向
上
策
）

そ
の
他
の
業
務

（

提
案
内
容
の
実
施
業
務
）

自
主
事
業

 

　①施設の維持管理及び整備
　建物、施設の安全点検、修繕、除草作業等

　①施設の維持管理及び整備を実施
・日常の掃除、施設の安全点検、除草作業等、支援員が随時実施

 

　なし

（課題）

（課題）
特になし

(改善を要した事項と対応）
特になし

（課題）
特になし

(よかったと評価できる事項)
児童の安全確保に努め、適切に施設の維持管理
を実施した。また、令和５年度に計画的に施設
修繕を実施された。

(改善を要した事項と対応)
特になし

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、事業が実施
された。

(よかったと評価できる事項)

(改善を要した事項と対応)



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント

施
設
設
置
の
目
的
達
成
状
況

施
設
利
用
状
況

（

利
用
促
進
策
）

 対象児童の公平な利用の確保とサービスの向上を図る
 ・開設日数：        ２６２日
 ・延べ利用者数：　１０，１８１名
 ・平均登録児童数：　  ５１名

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、施設利用が
実施された。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
特になし

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
■収入　 　　　(１６，１９９千円)
保育料等　　　　　６，１４０千円
補助金　    　　１０，０５９千円

■支出　  (１６，１９９千円)
人件費　 　１３，７２５千円
管理運営費 ２，４７４千円

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
■収入　 　　　(１４，５２０千円)
保育料等　　　　　４，５８５千円
補助金　    　　　９，９３５千円

■支出　  (１４，４４１千円)
人件費　 　１２，１７５千円
管理運営費   ２，２６６千円

(よかったと評価できる事項)
市補助金支給要綱に基づき適正に運営された。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
特になし

小学校敷地内ということで安全に子どもたちにあそびを提供できた。
毎日、保育日誌をつけ翌日にそれをもとに支援員間で保育会議や打ち合わせを行い
情報の共有や保育の振り返りに努め、異年齢の子どもたちが毎日安心して過ごすこ
とができた。
学習会や研修に参加することで保育に必要なスキルアップができた。
令和５年度からコロナ渦もあけおやつの手作りや行事を少しずつ増やすことができ
て、子ども達も喜んでいた。
集団で過ごすうえでの約束事などをしっかりと理解し、大きなトラブルなく過ごせ
た。

　国や市の基準に基づく事業運営がなされている。また、地域とのつながりを大切にした活動をとり入れる等の工夫や
姿勢などが評価できる。さらに、施設の老朽化している設備などに対して、計画的に施設修繕されたことで適切な保育
環境の整備に繋がったと考える。引き続き、地域や小学校と連携を深め、支援員間で連絡を密にしながら、一段のサー
ビス向上及び適正な施設の維持管理に努めていただきたい。

実施内容・時期

評価頂いている内容

苦情・意見等

静養室がないため、体調の悪い子や気持ちをクールダウンさせたい子
がいても、安心して静かに過ごせるスペースがない。また、保護者の
お迎えを待つ間他の子どもと隔離する場所がないため、静養室がほし
い。
また、子どもが６年間継続利用できるよう検討してほしい。その他、
兄弟で違う学童に通う子がいるので、同じ学童に入れるよう検討して
ほしい。

今年度は保護者会を２回行った。お迎えの際に随時対応、意見をもらった。
また、連絡帳を配布し相談事や日頃の様子を伝えあった。

支援員の子どもたちへの見守りの姿勢や対応、学校敷地内という立地条件など、安心して預けられると評
価をいただいていた。また様々なあそびや体験のできる場としても評価をいただき、ぜひ６年間ここで過
ごしたいという声も多く寄せられた。

定員を超えての入所希望者がいるため、継続して利用することができず、退所せざるを得ないという意見
があった。

収支状況

前年度実績  令和５年度実績


